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（新型インフルエンザ対策について：別紙）   

次に，新おかやま夢づくりプランの改訂についてでありますが，このプランは，県政運営の基  

本指針として策定したものであり，これまで「協働」を基調として着実な推進に努めてまいりま  

したが，策定時からの社会経済情勢の変化等を踏まえ，5か年間の中期行動計画の中間年に当た  

る本年度中に改訂したいと存じます。改訂に当たりましては，安全・安心や子育て，中四国にお  

ける拠点性の向上といった分野に配慮しながら，人口減少など社会構造の変化や成長産業の動  

向，さらには地方分権改革の進展など，中長期の幅広い視点を持ち，協働の県政をさらに推進し  

ながら本県の明るい未来を切り拓いていくことができるよう，検討を進めてまいります。   

次に，・地方分権改革につきましては，地方分権改革推進委貞会において，分権型社会にふさわ  

しい税財政制度の構築等に関する第3次勧告に向けた審議が行われ，また，国においても，本年  

3月，国の出先機関改革に係る工程表が決定されたところであり，今年度中に，地方分権改革推  

進計画の作成や，いわゆる新地方分権一括法案の国会提出が予定され，第二期地方分権改革は正  

念場を迎えております。   

一方，各府省の姿勢は依然として消極的であり，地方分権改革推進委貞会の第3次勧告が当初  

の予定よりも遅れるなど，地方分権改革の実現に向けた道のりは大変厳しい状況にあります。こ  

うしたことから，我々地方が一致団結して，同委員会の議論をバックアップし，地方税財源の拡  

充を含めた第二期地方分権改革をぜひとも実現しなければならないと考えており，全国知事会を  

はじめ地方六団体とも連携しながら，国等に対して，より一層強く働きかけてまい 

ます。   

また，国直轄事業負担金問題につきましては，本年4月，地方分権改革推進委貝会が意見書を  

取りまとめるなど，その見直しに向けた動きが加速して巷たところであります。先般，中国地方  

整備局等から情報開示が行われたものの，その内容は我々地方側が納得できるものとはなってお  

らず，まずは，実質的な検証・分析ができるだけの一層の情報開示が必要であると考えておりま  

す。さらに，地方の意見が十分反映できるような現行制度の改善や維持管理費負担金の早急な廃  

止などを行うとともに，最終的には，国と地方の役割分担を明確化した上で制度自体を廃止すべ  

きであり，全国知事会等とも連携しながら，国等に対して強く働きかけるなど，全力で取り組ん  

でまいりたいと考えております。   

なお，建設事業に係る市町村負担金につきましては，県管理道路の維持管理費は徴収していな  

いなど，国直轄事業負担金とは異なる点がありますが，関係市町村に対しより一層丁寧に説明す  

ることはもとより，関係市町村と十分に意思疎通を図りながら，必要かつ十分な説明事項を盛り  

込んだ資料を提供するようにするなど，必要な改善を進めてまいる所存であります。   

地方分権改革の究極の姿である道州制につきましては，今年度末には，政府の道州制ビジョン  

懇談会の最終報告が予定されており，今後，各界各層で議論が活発化していくものと考えており  
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た園内の県施設や樹木の一部につきまして，無償譲渡の要望がありました。   

県としては，倉敷市の取組に協力してまいりたいと考えており，土地所有者であるクラボウと  

協議を行ったところ，倉敷市の要望については，同社の再開発計画が決定していないため，その  

内容が具体的になった段階で変更もあり得るが，できる限り協力するとの意向が示されたところ  

であります。   

これを踏まえ，県としては，来年2月末の土地の返還に向け，活用予定のない施設等の解体・  

撤去工事を進めてまいりたいと存じます。   

次に，中山間地域の活性化につきましては，小規模高齢化集落が抱える問題などの諸課題の解  

決に向け，昨年度に選定した9つのモデル地域における計画策走や，福祉マップづくり，都市と  

の交流事業の企画などの具体的な取組を支援するとともに，その成果が広く中山間地域に普及で  

きるものについては，取組事例集の作成・配布やシンポジウムの開催を通じて積極的に発信する  

など，集落機能再編・強化モデルの構築を図ってまいります。併せて，デマンド型乗合タクシー  

など地域の実情に適した交通手段の導入を支援するとともに，道路改良や農道整備等の地域住民  

の生活・交流基盤整備を進めるなど，中山間地域等特別支援事業を着実に実施してまいります。   

また，交流・定住の促進につきましては，大阪事務所で初めて開催する「晴れの国ぐらし相談  

デスク」や，昨年に引き続き大阪で開催する総合相談会など関西圏の都市住民をターゲットとし  

た取組，近く官民協働での運用を開始する空き家情報流通システムなどにより，中山間地域をは  

じめ，本県への定住を促進してまいります。   

また，現行の過疎地域自立支援促進特別措置法が今年度末に失効いたしますが，中山間地域の  

振興に大きな役割を果たしていることから，引き続き，社会基盤等のハード整備に加え，ソフト  

施策を総合的に推進していくための新たな過疎対策法の制定と必要な財政措置を，中四国各県と  

連携し，国等に対し強く働きかけてまいります。   

次に，環境対策につきましては，二酸化炭素排出削減の取組の一つとして，この夏に発売が開  

始さ叶る予定の電気自動車を公用車として20台率先導入するとともに，4月に産学官で設立した  

「岡山県電気自動車等普及推進協議会」において，充電設備の整備など普及方策の検討等を今後  

行い，全県的な電気自動車の普及に取り組んでまいりたいと存じます。また，太陽光発電につい  

ては，国の動向等も踏まえながら，近く明らかにさせていただく補正予算案において，県庁舎へ  

の設置の拡大や，一般家庭等への設置に係る支援を新たに講ずるなどの普及拡大方策を検討して  

まいります。  

次に，第26回全国都市緑化おかやまフェアにつきましては，開催に当たり，県民や企業・団体  

など多くの方々に，庭園出展やステージ催事に御参加いただくとともに，ボランティアとして会  

場運営に携わっていただき，先月24日，成功裏に幕を閉じたところであります。また，4月8日  

には秋篠宮・同妃両殿下の御臨席を賜り，広く各界の参加を待て全国都市緑化祭を開催したとこ  

ろであります。様々な人々との協働により，円滑に開催することができましたことに対し，御尽  

力いただいた関係者の皆様に心から感謝申し上げます。  
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次に，観光振興についてでありますが，かねてから本県が国等に対して提案してきた瀬戸大橋  

をはじめとする高速道路通行料金の大幅な引き下げが実現し，3月下旬から，土日祝日は上限が  

1，000円とされたところであります。   

これにより，先のゴールデンウイーク期間中の瀬戸大橋通行量は前年同期と比較して6割増と  

なり，また，山陽自動車道や岡山自動車道，中国自動車道の通行量も3，4割増となり，県内の  

多くの観光地では，前年を上回る観光客を迎えるなど大きな効果があったものと考えておりま  

す。このような状況を絶好のチャンスと捉え，広域観光協議会を設置している香川県などの近隣  

県とも連携しながら，マイカー利用者をターゲットとした積極的なPR活動に努め，本県への観  

光客のさらなる増加につなげてまいりたいと存じます。   

次に，農林水産物のブランド化の推進についてでありますが，本県の農林水産業が高い競争力  

と優位性を保つため，本県ならではの高品質で安全・安心な農産物等を，世界に通じる「岡山ブ  

ランド」として確立し，首都圏は′もとより海外においても積極的な宣伝・販売活動を展開してま  

いります。   

首都圏においては，白桃の旬の時期に集中して取組を展開するとともに，海外においてはタイ  

ヤ香港に加えて，新たにマレーシアでPR・販売を行うこととしており，私自身が直接，現地の  

方々に対して売り込みを行い，販路の拡大につなげてまいります。   

また，白桃，マスカット，ピオーネ等に代表される高品質な果物の生産県として全国に知られ  

ている本県農業のさらなる飛躍を図るため，本県の顔となっている品目・産地，次世代を担う品  

種や新技術の導入等を重点的に支援することにより，「くだもの王国おかやま」のさらなる発展  

を目指してまいります。   

次に，農商工連携の推進につきましては，県内の取組を支援する拠点として，生産者団体や商  

工団体などの関係団体からなる「おかやま農商工連携推進センター」を新たに設置したところで  

あり，今後，生産者，企業等から農商工連携が可能な事業の提案を募集し，事業実施に向けた支  

援を行うなど，地域における農商工連携の芽を育て，農林水産物の生産拡大や農林漁業者の経営  

安定を図るとともに，雇用の創出等による農山漁村の活性化や県内食料自給率の向上等にもつな  

げてまいります。   

次に，教育の振興についてでありますが，先の教育基本法の改正を踏まえ，「岡山県教育振興  

基本計画（仮称）」を今年度中に策定することとしております。   

計画の策定に当たりましては，県議会の皆様や有識者の御意見をいただきながら検討を進め，  

本県教育が目指す理念，施策の方向性等を盛り込み，本県の教育の充実を図るものにしてまいり  

ます。   

次に，特別支援教育につきましては，特別支援学校の児童生徒の急増への対応が喫緊の課題で  

あることから，この4月には高等部単独の特別支援学校である岡山瀬戸高等支援学校を開校した  

ところであります。また，倉敷地域新設高等特別支援学校（仮称）の来年度開校に向けて，準備  

事務局を設置したところであり，地域の皆様の御理解と御協力をいただきながら，準備に万全を  

－ 6 －   
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（新型インフルエンザ対策について）   

まず，世界的に流行している新型インフルエンザの対策につきましては，「岡山県  

新型インフルエンザ対策本部」を設置し，これまでに発熱相談センターの設置や発熱  

外来，入院対応医療機関の確保など，医療体制の整備を進めてきたところであります。  

しかしながら，国内で新たな感染者が多く確認されたことから，今後，県内での患者  

発生も想定し，医療体制の一層の充実・強化を図るとともに，抗インフルエンザウイ  

ルス薬の備蓄について，本年度の約11万人分を当初の予定よりも約半年早めて取得  

することにいたしました。また，国の新たな対応方針が示されたこと等を踏まえ，先  

日開催した本部会議において，今後，県内で新型インフルエンザが発生した場合には，  

個別の発生状況に応じて弾力的に対応していく方針を決定したところであります。さ  

らに，近く明らかにする予定の補正予算案においては，来年度に予定していた分の抗  

インフルエンザウイルス薬の購入を今年度に前倒しすることや，個人感染防護服の追  

加備蓄，検査機器の購入等を検討しており，一層の対策強化を図ってまいる所存であ  

ります。引き続き，的確な情報収集と関係者や県民の皆様への速やかな情報提供を行  

うとともに，新型インフルエンザワクチンの迅速な製造，安定的な供給を国に対し要  

請するなど，県民の皆様の命と健康，生活を守ることができるよう万全を期してまい  

ります。   


